
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

1.ロジックモデルのブラッシュアップ支援
対象事業について、現状把握・課題設定を適切に行い、インプット
からアウトカム、インパクトに至る道筋を、矛盾や飛躍がないように整理
するなど、ロジックモデルのブラッシュアップを支援します。

2.効果分析の実施
対象事業の効果について、既存データの活用又は新たなデータの収
集・整理を行い、統計的な手法等を用いて分析を実施します。

3.報告書の作成
上記の１、２の結果を踏まえ、報告書（調査の手順、分析の手法
及び結果、事業の改善に関する提案等）を作成します。

＜事業の流れ＞

エビデンスを創出するための調査委託費

＜対策のポイント＞
農林水産省の政策をより効果の高いものに改善していくため、ロジックモデルの構築や必要な効果分析等を実施して知見の蓄積を図り、合理的根拠に基づ
く施策の立案（EBPM）を推進する。

＜政策目標＞
○調査結果を農林水産政策の改善等に活用

［お問い合わせ先］大臣官房広報評価課（03-3502-5523）

【令和３年度予算概算決定額 38（0）百万円】

国 民間団体等
委託

調査結果を農林水産政策の改善等に活用

介入群 対照群

（資料）平成28年度政策評価調査事業（経済産業行政におけるエビデンスに基づく政策立案・評価に関する調査）（三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング）、
「データ分析の力 因果関係に迫る思考法」（伊藤公一朗）、「原因と結果の経済学」（中室牧子、津川友介）を参考に作成
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政策の因果効果
（Ａ－Ｂ）

政策実施

ランダム化比較試験（RCT)

ランダムにグループ分け

差の差分析

政策効果を把握するために用いる統計的分析手法の例

政策の因果効果
（（Ａ２－Ａ１）－（Ｂ２－Ｂ１））
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